
ダム湖
こ

の遊
ゆう ら ん せ ん

覧船から水
すい

中
ちゅう

観
か ん こ う せ ん

光船まで
いつもとちがう景

け

色
しき

に会
あ

える船
ふね

を紹
しょう

介
か い

します。

　日本の旅客船　日本の旅客船
山

や ま

、川
か わ

、海
う み

で船
ふ ね

に乗
の

ろう！ ●vol.25●

ダム湖
こ

の遊
ゆう ら ん せ ん

覧船から水
すい

中
ちゅう

観
か ん こ う せ ん

光船まで
いつもとちがう景

け

色
しき

に会
あ

える船
ふね

を紹
しょう

介
か い

します。

●三
み

重
え

県
けん

・宮
みやがわ

川ダム

●岐
ぎ

阜
ふ

県
けん

・大
おお

井
い

ダム

●富
と

山
やまけん

県・小
こ

牧
まき

ダム ●富
と

山
やまけん

県・黒
くろ

部
べ

ダム

●神
か

奈
な

川
がわけん

県・宮
みや

ヶ
が

瀬
せ

ダム

●新
にいがたけん

潟県・奥
おくただ

只見
み

ダム

●栃
とち

木
ぎ

県
けん

・湯
ゆ

西
にしがわ

川ダム

●秋
あき

田
た

県
けん

・森
もりよし

吉ダム

●広
ひろしまけん

島県・本
ほんかわ

川

●大
おおさか

阪府
ふ

・大
おおさか

阪城
じょう

〜道
どうとんぼりがわ

頓堀川

●滋
し

賀
が

県
けん

・瀬
せ

田
た

川
がわ

●和
わ

歌
か

山
やま

県
けん

・北
きたやまがわどろ

山川瀞峡
きょう

●東
とう

京
きょう

都
と

・日
に

本
ほんばしがわ

橋川

●山
やまがたけん

形県・最
も

上
がみがわ

川

●北
ほっかいどう

海道・小
お

樽
たるうん

運河
が

●沖
おきなわけん

縄県・那
な

覇
は

●佐
さ

賀
が

県
けん

・呼
よぶ

子
こ

●徳
とくしまけん

島県・鳴
なる

門
と

海
かい

峡
きょう

●和
わ

歌
か

山
やま

県
けん

・白
しらはま

浜

●山
やまなしけん

梨県・本
もと

栖
す

湖
こ

●千
ち

葉
ば

県
けん

・館
たてやま

山

●北
ほっかいどう

海道・支
し

笏
こつ

湖
こ

ふ　ね た　び た　の

に ほ ん り ょ か く せ ん

陸
りく

上
じょう

からは
見
み

られない世
せ

界
かい

へ
船
ふね

に乗
の

って
出
で

かけましょう！

は〜い、行
い

きます！
どんな世

せ

界
かい

が
待
ま

っているかな…



リバークルーズでいつもとちがう景色を発見しよう！

ダム湖から雄大な山をながめよう！

水中観光船に乗って水中を探検しよう！

大
おおさか

阪城
じょう

公
こうえん

園のそばを流
なが

れる大
おおかわ

川、橋
はし

の多
おお

い
東
ひがし

横
よこぼりがわ

堀川、繁
はん

華
か

街
がい

を流
なが

れる道
どうとんぼりがわ

頓堀川を結
むす

ぶ
「水
すい

都
と

号
ごう

 アクアm
ミ ニ

ini」で、水
すい

上
じょう

散
さん

歩
ぽ

に出
で

か
けよう。新

あたら

しい大
おおさか

阪を発
はっけん

見できるはず。と
ちゅうの水

すいもん

門通
つう

過
か

に、ドキドキワクワク！

■大
おおさか

阪城
じょう

〜道
どうとんぼりがわ

頓堀川（大
おおさか

阪府
ふ

）

広
ひろしま

島市
し

を流
なが

れる太
おお

田
た

川
がわ

の支
し

流
りゅう

、本
ほんかわ

川沿
ぞ

い
に、平

へい

和
わ

記
き

念
ねん

公
こうえん

園や原
げんばく

爆ドームがある。
船
ふね

に乗
の

ると、ふんいきがちがって見
み

える
よ。15人

にん

以
い

上
じょう

の団
だんたい

体は、「バールン」が案
あん

内
ない

してくれる。

■広
ひろしま

島市
し

・本
ほんかわ

川（広
ひろしまけん

島県）

クジラをモチーフにした「ジーラ」のお
なかは、水

すい

中
ちゅう

展
てんぼうしつ

望室になっている。玄
げん

界
かい

灘
なだ

の海
かいめん

面下
か

1.2mには、どんな世
せ

界
かい

が広
ひろ

がっているかな。背
せ

中
なか

のデッキで、海
うみかぜ

風
にふかれるのも心

ここ

地
ち

よさそうだね。

■呼
よぶ

子
こ

（佐
さ

賀
が

県
けん

）

那
な は

覇港
こう

から「オルカ」に乗
の

り、海
かい

中
ちゅう

を訪
ほう

問
もん

しよう。オルカは、４そうの船
ふね

を連
れん

結
けつ

した、世
せ

界
かい

初
はつ

の４胴
どう

型
がた

水
すい

中
ちゅう

観
かん

賞
しょう

船
せん

だ。船
ふな

底
ぞこ

の広
ひろ

いまどから、カラフルな熱
ねったいぎょ

帯魚や
サンゴしょうをたっぷり観

かん

察
さつ

できる。

■那
な

覇
は

（沖
おきなわけん

縄県）

木
き

曽
そ

川
がわ

中
ちゅうりゅう

流のダム湖
こ

（恵
え

那
な

峡
きょう

）の名
めいぶつ

物は、
木
き ぎ

々にいろどられた数
かずかず

々の奇
き

岩
がん

。「えな
きょうスワン」が間

ま

近
ぢか

にせまるよ。大
おお

井
い

ダムは日
に

本
ほん

最
さい

古
こ

の水
すい

力
りょく

発
はつでんよう

電用ダムで、90
年
ねん

以
い

上
じょう

も活
かつ

やくしている。

■大
おお

井
い

ダム（岐
ぎ

阜
ふ

県
けん

）

三
み

重
え

県
けんさいだい

最大の宮
みやがわ

川ダムは、雨
あめ

の多
おお

い紀
き

伊
い

山
さん

地
ち

の中
なか

にある。ダム湖
こ

は、秘
ひ

境
きょう

で知
し

ら
れる大

おおすぎだに

杉谷への入
い

り口
ぐち

。「望
ぼう

郷
きょう

丸
まる

」で、湖
みずうみ

にかかる赤
あか

い橋
はし

をこえ、神
しん

秘
ぴ

的
てき

な原
げんせいりん

生林
の世

せ

界
かい

に出
で

かけよう。

■宮
みやがわ

川ダム（三
み

重
え

県
けん

）

リバークルーズでいつもとちがう景
け

色
し き

を発
は っ け ん

見しよう！

ダム湖
こ

から雄
ゆ う だ い

大な山
や ま

をながめよう！

水
す い

中
ちゅう

観
か ん こ う せ ん

光船に乗
の

って水
す い

中
ちゅう

を探
た ん け ん

検しよう！

リバークルーズ船

ダム湖遊覧船

水中観光船

ロープワーク　　豆
ま め

知
ち

識
し き

川
かわ

をダムでせき止
と

めて造
つく

られたダム湖
こ

は、
水
すい

面
めん

がとてもおだやか。船
ふね

のゆれが少
すく

な
く、風

ふうけい

景をゆったり楽
たの

しめるよ。

山
やま

の中
なか

の川
かわ

、まちなかの川
かわ

。川
かわ

にもいろ
いろあるけれど、陸

りく

よりも低
ひく

いところか
らのながめは、どこでもしんせんだ。

船
ふなぞこ

底にガラスまどがある専
せんよう

用の船
ふね

で、す
きとおった海

うみ

や湖
みずうみ

の中
なか

をウォッチング。
まさに別

べっ

世
せ

界
かい

を知
し

ることができる。

船
ふね

をつなぎとめる
ためにも用

もち

いる、ロープ
ワークに挑

ちょう

戦
せん

しよう
●ロープの端

はし

やとちゅうに
　結

むす

び目
め

を作
つく

る
いろいろ役

やく

立
だ

つロープワークを覚
おぼ

えよう。
　キャンプや荷

に

造
づく

りなどに、ロープワーク（ロー
プの使

つか

い方
かた

）の知
ち

識
しき

が役
やく

立
だ

ちます。災
さいがい

害時
じ

にも使
つか

える、基
き

本
ほん

のロープワークを練
れん

習
しゅう

しましょう。
　ロープワークの長

ちょう

所
しょ

は３つあります。
①すばやくかんたんに結

むす

べる。
②使

し

用
よう

中
ちゅう

にほどけない。
③ほどくときは、かんたんにほどける。
　これらのことを確

かくにん

認しながら、結
むす

びの王
おうさま

様とい
われる「もやい結

むす

び」までマスターしましょう。

あなに通
とお

したロープがぬけないよ
うに止

と

めたり、ロープを手
て

に持
も

つ
ときのすべり止

と

めにしたりします。

【止
と

め結
むす

び】

【８の字
じ

結
むす

び】

いろんな結
むす

び方
かた

が
あるんだね！

ゆ うこ ら ん せ ん

せ ん

せ んす い か ん こ うち ゅ う

ふ
　
ね
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
だ
　
い
　
　
　
　
し
　
　
　
　
ぜ
　
ん

船
に
乗
る
と
大
自
然
が
ぐ
っ
と
せ
ま
っ
て
く
る
。



リバークルーズでいつもとちがう景色を発見しよう！

ダムのまわりは、大きなレジャースポッ
ト。山

やま

にかこまれた、おだやかなダム湖
こ

では、「ミーヤ丸
まる

」に気
き

軽
がる

に乗
じょう

船
せん

できる。
遊
ゆうらん

覧コースのほか、湖
こ

畔
はん

の移
い

動
どう

に便
べん

利
り

な
シャトル便

びん

もあるよ。

■宮
みや

ヶ
が

瀬
せ

ダム（神
か

奈
な

川
がわけん

県）

世
せ

界
かい

遺
い

産
さん

の「紀
き い

伊山
さん

地
ち

の霊
れい

場
じょう

と参
さんけいどう

詣道」
に重
かさ

ね、川
かわ

の参
さんけいどう

詣道とよばれる川
かわ

下
くだ

りを
ウォータージェット遊

ゆうらん

覧船
せん

で体
たいけん

験。瀞
どろ

峡
きょう

の巨
きょ

大
だい

な岩
いわ

やエメラルドグリーンの清
せい

流
りゅう

、
神
しん

聖
せい

な原
げんせいりん

生林からパワーをもらおう。

■北
きたやまがわどろ

山川瀞峡
きょう

（和
わ

歌
か

山
やまけん

県）

明
めい

治
じ

時
じ

代
だい

に活
かつ

やくした船
ふね

を復
ふくげん

元した、ク
ラシックな外

がいりんせん

輪船「一
いちばんまる

番丸」で、瀬
せ

田
た

川
がわ

から琵
び わ こ

琶湖をめざそう。歴
れき

史
し

のぶたいに
もなり、むかしから日

に

本
ほん

人
じん

に親
した

しまれて
きた、琵

び わ こ

琶湖の大
おお

きさを心
こころ

にきざんで。

■瀬
せ

田
た

川
がわ

（滋
し

賀
が

県
けん

）

潜
せんすいかん

水艦をイメージした、ユニークな水
すい

中
ちゅう

観
かん

察
さつ

船
せん

「もぐらん」。船
ふな

底
ぞこ

のまどから、澄
す

んだ湖
みずうみ

の中
なか

を観
かん

察
さつ

し、ヒメマスやニジマ
スをさがそう。天

てん

気
き

のいい日
ひ

は、デッキ
から大

おお

きな富
ふ じ

士山
さん

が見
み

える。

■本
もと

栖
す

湖
こ

（山
やまなしけん

梨県）

丸
まる

いまどのグラスボート「せと」に乗
の

り、
白
しらはま

浜のシンボルの円
えんげつとう

月島に接
せっきん

近。テーブ
ルの下

した

は、船
ふな

底
ぞこ

がガラスになっていて、
海
うみ

の中
なか

が見
み

える。海
かい

上
じょう

と海
かい

中
ちゅう

、両
りょう

方
ほう

の景
け

色
しき

を行
い

ったり来
き

たりできるよ。

■白
しらはま

浜（和
わ

歌
か

山
やまけん

県）

１mのまどの外
そと

、勢
いきお

いよく流
なが

れる潮
しお

は迫
はく

力
りょく

満
まん

点
てん

だ。デッキに出
で

て、渦
うず

を目
め

の前
まえ

で
観
かん

察
さつ

することもできる。

■鳴
なる

門
と

海
かい

峡
きょう

　（徳
とくしまけん

島県）

標
ひょう

高
こう

1448mの黒
くろ

部
べ

湖
こ

をめぐる「ガルベ」
は、日

に

本
ほん

一
いちたか

高い所
ところ

を走
はし

る遊
ゆうらんせん

覧船。雄
ゆうだい

大な
北
きた

アルプスの山
やまやま

々に手
て

がとどきそう。ダ
ムの展

てんぼうだい

望台まで行
い

くと、日
に

本
ほん

最
さいだい

大の黒
くろ

部
べ

ダムの全
ぜんたいぞう

体像を見
み

わたせる。

■黒
くろ

部
べ

ダム・黒
くろ

部
べ

湖
こ

（富
と

山
やまけん

県）

庄
しょう

川
がわ

峡
きょう

の大
おおまきおんせん

牧温泉は、船
ふね

でしか行
い

けない
秘
ひ

湯
とう

中
ちゅう

の秘
ひ

湯
とう

。「やまぶき」に乗
の

って、ダ
ム湖

こ

のほとりにたたずむ宿
やど

を見
けんがく

学しよう。
船
ふね

の２階
かい

のデッキから見
み

わたす、小
こ

牧
まき

ダ
ムの長

なが

〜いゲートも絶
ぜっけい

景だ。

■小
こ

牧
まき

ダム（富
と

山
やまけん

県）

リバークルーズでいつもとちがう景
け

色
し き

を発
は っ け ん

見しよう！ 大
だい

自
し

然
ぜん

の中
なか

を
走
はし

る船
ふね

は
勇
いさ

ましいなあ

水
すい

中
ちゅう

を
見
み

せてくれる船
ふね

も
いろいろあるね

●ロープとロープをつなぎ合
あ

わせる ●ロープをほかの物
もの

に固
こ

定
てい

する

ロープをつぎたしたり、１本
ぽん

のロ
ープの両

りょう

端
はし

を結
むす

んで、物
もの

をたばね
たりするときに使

つか

います。基
き

本
ほん

は
本
ほん

結
むす

び。花
ななむす

結びはくつひもなどを
結
むす

ぶとき、てぐす結
むす

びは太
ふと

さのち
がうロープをつなぐときに便

べん

利
り

。

強
つよ

く結
むす

べてかんたんにほどけます。
ふた結

むす

びはテントを張
は

るとき、巻
ま

き結
むす

びは丸
まる

太
た

をたばねたり、ふく
ろの口

くち

を結
むす

んだりするのに便
べん

利
り

。
もやい結

むす

びは、船
ふね

をつないだり人
じん

命
めい

救
きゅう

助
じょ

に用
もち

いたりもします。

【巻
ま

き結
むす

び】【ふた結
むす

び】

【もやい結
むす

び】

【本
ほん

結
むす

び】

【花
はな

結
むす

び】

【てぐす結
むす

び】

高
こうそく

速船
せん

「アク
アエディ」の
水
すい

中
ちゅう

展
てん

望
ぼうしつ

室か
ら見

み

えるのは、
なんと海

かい

中
ちゅう

の
渦
うずしお

潮。海
かい

面
めん

下
か



北 海 道 旅 客 船 協 会　〒047-0031　小樽市色内1-2-18　浜ビル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　TEL.0134-25-9520　FAX.0134-23-6280
東 北 旅 客 船 協 会 　〒983-0844　仙台市宮城野区原町南目字町146　東北港運会館内　　　　　　　　TEL.022-295-8883　FAX.022-295-8884
北陸信越旅客船協会　〒950-0078　新潟市中央区万代島9-1　佐渡汽船㈱内　　　　　　　　　　　　　TEL.025-245-3455　FAX.025-247-0453
関 東 旅 客 船 協 会 　〒105-6891　東京都港区海岸1-16-1　ニューピア竹芝サウスタワー東海汽船㈱内　　TEL.03-5733-4863　FAX.03-5733-4864
東海北陸旅客船協会　〒455-0033　名古屋市港区港町1-9　㈱ナゴヤシップサービス内　　　　　　　　　　TEL.052-661-1745　FAX.052-661-1870
近 畿 旅 客 船 協 会 　〒559-0034　大阪市住之江区南港北2-1-10　ATCITM棟4階G3　　　　　　　　TEL.06-6614-3995　FAX.06-6614-3996
神 戸 旅 客 船 協 会 　〒650-0042　神戸市中央区波止場町5-6　中突堤旅客ターミナル2F　　　　　　 TEL.078-331-7669　FAX.078-334-1590
一般社団法人中国旅客船協会　〒734-0011　広島市南区宇品海岸1-13-26　広島港宇品旅客ターミナル　　　　　　TEL.082-253-6907　FAX.082-253-6951
四 国 旅 客 船 協 会　〒760-0020　高松市錦町1-21-3　開拓ビル　　　　　　　　　　　　　　　　　　TEL.087-851-6878　FAX.087-851-6870
九州旅客船協会連合会　〒812-0013　福岡市博多区博多駅東2-10-13　芙蓉ビル　　　　　　　　　　　　 TEL.092-403-6100　FAX.092-403-6101
一般社団法人沖縄旅客船協会　〒900-0012　那覇市泊3-1-8　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　TEL.098-868-4449　FAX.098-868-1312

一般社団法人　日本旅客船協会
〒102-0093 東京都千代田区平河町2-6-4 海運ビル9階
TEL.03-3265-9681㈹  FAX.03-3265-9684  URL.http://www.jships.or.jp

日本の旅客船 
 vol.25

2018 年7月発行

水中観光船

リバークルーズ船

ダム湖遊覧船

小
こ

又
また

川
がわ

がせき止
と

められてできたダム湖
こ

（太
たいへい

平湖
こ

）は、しずかな山
やま

おくにある。
「森
もりよしまる

吉丸」で小
こ

又
また

峡
きょう

の入
い

り口
ぐち

へ進
すす

み、けわ
しい渓

けいこく

谷をちょっぴりのぞいてみよう。
水
みずどり

鳥や魚
さかな

もたくさん見
み

られるよ。

■森
もりよし

吉ダム（秋
あき

田
た

県
けん

）

はばのせまい小
お

樽
たる

運
うん

河
が

では、小
こ

回
まわ

りのき
く「カナル号

ごう

」が大
だい

かつやく。歴
れき

史
し

ある
石
いし

造
づく

りの建
たてもの

物から、運
うん

河
が

の外
そと

の港
みなと

まで、
船
せん

長
ちょう

が船
ふね

をそうじゅうしながら、ガイド
をしてくれるよ。

■小
お

樽
たるうん

運河
が

（北
ほっかいどう

海道）

船
せんどう

頭さんの舟
ふなうた

唄に、そぼくな「芭
ば

蕉
しょう

丸
まる

」。
最
も

上
がみ

川
がわ

を下
くだ

りながら、タイムスリップを
楽
たの

しもう。冬
ふゆ

場
ば

はガラス張
ば

りになったり、
こたつが置

お

かれたり、四
し

季
き

折
おりおり

々の景
け

色
しき

が
楽
たの

しめるように、船
ふね

が変
へんしん

身する。

■最
も

上
がみがわ

川（山
やまがたけん

形県）

日
に

本
ほん

橋
ばし

のたもとを出
しゅっ

発
ぱつ

し、安
あんていかん

定感ばつぐ
んの双

そうどうせん

胴船「エスエス N
ナ ノ ワ ン

ANO1 号
ごう

」で、
東
とう

京
きょう

の下
したまち

町めぐりをしよう。東
とう

京
きょう

湾
わん

へ出
で

るコース、まちをめぐるコースなどがあ
る。橋

はし

にまつわる話
はなし

のガイドも楽
たの

しい。

■日
に

本
ほんばしがわ

橋川（東
とう

京
きょう

都
と

）

最
さいだいすいしん

大水深 360m。日
に

本
ほん

で２番
ばん

目
め

に深
ふか

い、
神
しん

秘
ぴ

的
てき

な湖
みずうみ

を「サファイア」で探
たんけん

検しよ
う。魚

さかな

はもちろん、深
ふか

さによって緑
みどり

から
青
あお

に変
か

わる水
みず

の色
いろ

や、美
うつく

しい湖
こ

底
てい

のよう
すなど、おどろきと感

かんどう

動の連
れんぞく

続だ。

■支
し

笏
こつ

湖
こ

（北
ほっかいどう

海道）

南
みなみ

房
ぼうそう

総は、黒
くろしお

潮に乗
の

ってやってくる魚
さかな

の
宝
ほう

庫
こ

。「サブマリーンたてやま号
ごう

」で、水
すい

深
しん

３〜４mを海
かい

中
ちゅう

散
さん

歩
ぽ

しよう。たとえば
カクレクマノミなど、ターゲットを決

き

め
て観
かんさつ

察するのもいいね。

■館
たてやま

山（千
ち

葉
ば

県
けん

）

日
に

本
ほん

のダム湖
こ

ではゆいいつの、水
すい

陸
りく

両
りょう

用
よう

バス「L
レ ジ ェ ン ド

EGEND 零
ゼロ

F
ファイブ

IVE」が大
だい

人
にん

気
き

。陸
りく

か
ら湖

みずうみ

に入
はい

っていくしゅんかんは、歓
かんせい

声が
あがるよ。ふだん入

はい

れないダムの中
なか

を見
けん

学
がく

できるツアーにも参
さん

加
か

しよう。

■湯
ゆ

西
にしがわ

川ダム（栃
とち

木
ぎ

県
けん

）

尾
お ぜ

瀬沼
ぬま

から下
くだ

ってくる流
なが

れを、巨
きょだい

大なダ
ムでせき止

と

めて造
つく

られた湖
みずうみ

。大
おおがた

型の外
がいりん

輪
船
せん

「ファンタジア」からのながめは、ま
るで外

がいこく

国にいるみたい。夏
なつ

休
やす

みの記
き

念
ねん

な
どに、船

せん

長
ちょう

体
たいけん

験もおすすめ。

■奥
おくただ

只見
み

ダム（新
にいがたけん

潟県）

船
ふね

は別
べっ

世
せ

界
かい

への
水
みずさきあんないにん

先案内人です。
さあ、楽

たの

しい旅
たび

を
しましょう！

水
すい

中
ちゅう

観
かんこうせん

光船

リバークルーズ船
せん

ダム湖
こ

遊
ゆうらんせん

覧船


